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　　　　　　4． カ ル コ ゲナイ ドガラス 半導体 （As2S3 ）1−x （Bi2S3 ）x

　　　　　　　　 （x ＝ 0 ， 0．025 ， e．　OS）の 光学的 ， 電気的性質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北　村　通　英

　Melt　Quenchに よ っ て 作 られ た カ ル コ ゲナ イ ドガ ラス 半導体 （As2　S3）
、−x （Bi2　S3　）m

の 光吸

収 ， 光伝導， D ．C．伝導を測定 した 。 そ の 結果 、 次の よ うな結論 を得る こ とがで きた 。

　 まず ， 光吸 収 の 実験か ら は ， 結晶形 の 違い に よ る構造 の 乱れ よ り， ギ ャ ッ プ 内局在状態 が増

加す る事 がわか っ た 。 また Streetの 考 え方 に従 え ば ，　 x の 増加 と共に ，電子 一
フ ォ ノ ン相互

作 用 が強 くな る と思 わ れ る 。

　次に光伝導 の 実験結果を，光電流に は速 い 成 分 と遅 い 成分が存 在す る と い う考え方で 統
一

的

に説 明 した 。 こ こ で 、 ギ ャ ッ プ 内に は ， 他よ り capture 　cross 　section の 大 きい trapping　center

が存在 し ， こ れ は D
一

状態で あ る と思わ れ る 。

　最後に ， D ．C ．伝導の 実験結果の 説 明か らは ，　 x の 増加 と共 に mobility 　gap が減少す る事が

わ か っ た 。

　以上よ り， （As2　S3）1−、c
（Bi2S3   は Fermi　leve1を変化 させ る よ うな不純物 として働 くの

で は な く， 合金 的 に混 入す る と結論 し た 。
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題 目

整合相 ， 不整合相 を もっ 強誘電体の 誘電的性質

7°Zn に お け る EO 遷移

大空気 シ ャ ヲ
ーに伴 うチ ェ レ ン コ フ 光 の観測

反射電子 顕微鏡法に よ る シ リコ ン表面 の 観測

フ ラ グメ ン テ
ーシ ヨ ン 関数 の QCD に よ る計算

チ ャ カ ル タヤ山 （5200m ）で 観測 した 大空 気シ ャ ワ
ーの

ミ ュ
ー

オ ン の シ ャ ワ
ー
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